平成15年3月31日

たばこの注意表示改定に関する意見

淡路医師会

会長　三根　一乗

このたびの財政制度審議会たばこ事業部会で検討されるタバコの注意表示改定に関して、未成年喫煙防止に対する有効性の観点から、意見を提出します。

淡路医師会（洲本市医師会・津名郡医師会・三原郡医師会）において、本年1月から3月にかけて、健康ひょうご21県民運動実践活動等助成研究として淡路島内の小中高校等全90校、約1万9千人の児童生徒を対象に実施した「淡路圏域における未成年喫煙防止のための小・中・高校等の児童・生徒および学校の喫煙状況調査」についての別添報告書をまとめました。ここに記載の調査結果のとおり、現在の日本のタバコの未成年喫煙に対する注意表示「たばこは20歳になってから」「未成年者の喫煙は禁じられています」について、小・中・高校生は、「なんとも思わない」と感じている児童生徒が3～4割もおり、「むしろ吸いたくなる」と答えている児童生徒も4～8%います。対して、未成年喫煙の低減に成功している外国のタバコに見られるような「タバコを吸うと肺癌になります」「タバコを吸うと老化が進む」などの文言に対しては、「吸いたくなる」「なんとも思わない」と答える割合は少なく、「吸わないでおこう」と思う児童生徒の割合が高くなっています。

思春期・反抗期に喫煙する未成年者の心理を考えると、「たばこは20歳になってから」「未成年者の喫煙は禁じられています」などという文言はむしろ未成年喫煙を増加させる方向に働く危険性があり、未成年喫煙を防止する目的としては逆効果となるので使うべきではないと考えます。タバコの注意表示や広告、キャンペーン等で使用する文言等について、実際に諸外国で未成年喫煙防止に効果をあげており、当調査でも現在の文言よりも有効であることが示唆される、タバコによる直接的な害を表現する内容に変えるべきです。

ご検討下さいますようにお願い申し上げます。

以上

